は　じ　め　に
　2013国民春闘の対自治体当局交渉が間近に迫ってきました。

　道本部は、１月の道本部・地方本部春闘討論集会を経て、１月31日～２月１日の自治労第85回臨時大会で意見反映し、２月６日の道本部第54回臨時大会で、2013道本部春闘方針と2013年度自治体労働者の賃金・労働条件に関する統一要求を確定しました。

　中央段階では、公務員連絡会が２月18日の週に春季要求書を総務大臣に提出します。これを公務員部門の春闘の本格的スタートとし、公務員連絡会・地公部会も同時期に全人連・総務省に対して地方公務員の課題を中心とした要求書を提出します。

　また、この間に自治労は、各県本部別の対自治体闘争と結合し、地公労（自治労、日教組、全水道、都市交）とも連携し、対自治体交渉を進めます。

　民間大手のヤマ場（３月中下旬）、公務員連絡会の回答指定日（３月下旬）などを踏まえ、道本部は次の日程で2013国民春闘対自治体闘争を展開することとしました。

　全単組においては、本解説を活用して、学習会を開催するなど事前準備のうえ対自治体当局交渉を進めてください。
	対自治体闘争ゾーンの取り組み
２月18日(月)～25日（月）　全単組で要求書提出（含む単組独自付加要求）
（２月25日（月）集中提出日）
※　自治体単組においては、あらたな自律的労使関係制度に対応するため、「労使関係ルールに関する基本要求書」を提出し、これに基づき、労使間において「協定書（確認書）」を締結する取り組みを推進します。

※　この間の要求書提出、回答、自治体闘争のヤマ場のスケジュールについては非常に短い期間での対応となっていることから、十分な取り組み期間を確保するために、昨年に引き続き要求書提出の日程を、基準日は設けず提出ゾーンとして提起します。また、２月25日を集中提出日とします。

※　全単組・総支部においては、自治労の対自治体統一行動に結集するために３月15日（金）29分くい込み集会を配置し、３月７日～３月14日までを重点交渉期間と位置づけます。また、統一行動指標を掲げながら、春闘要求の前進にむけ交渉を実施します。なお、労使合意を得た事項については、書面で確認することを追求します。
２月18日(月)～25日（月）　　　要求書提出（集中提出日　２月25日（月））

２月18日(月）～３月末　　 　　組合旗掲揚

３月６日(水)　　　　　　　　　回答指定日

３月７日(木)～14日（木）　　　重点交渉期間

３月12日(火)～15日（金）　　　腕章着用

３月15日(金)　　　　　　　　　対自治体闘争道本部統一行動・29分時間内くい込み集会

　　　　　　　　　　　　　　　超勤拒否、出張拒否
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